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❶ 「デジタルネイティブ」とは子どもの頃からインターネットが存在し、使ってきた年代・世代
❷ 10代、20代の若者の総称「ミレニアル世代」は「デジタルネイティブ」
❸ ソーシャルメディアの利用時間が他世代に比べて突出して長い

関連キーワード：ソーシャルメディア　デバイス別接触時間

Point!

子どもの頃からインターネットが存在し、使ってきた年代・世
代を「デジタルネイティブ」という。

1980年代から2000年代初頭に生まれた10代、20代の若者を総
称してミレニアル（Millennials）世代、または新千年紀世代、
エコブーマーともいう。アメリカでは8000万人いるといわれ、
人口の27％を占めている。97%が自分のPCを、94%が携帯電話
を、56%がiPodなどのMP3プレイヤーを持っているという調査結
果もある。コミュニティーへの帰属意識や社会課題（社会貢献）
にも関心が強く、デジタルネイティブであることなどがほかの世
代と大きく異なる。

国内では、20代では平日のテレビを見た人の比率は72.4%に対
して、ネット利用率は91.0%、リアルタイムの視聴時間よりも
ネット利用時間のほうが多くなっている。LINEの利用は90.5％

（全年齢平均55.1％）、Facebookは61.1%（同28.1%）とソーシャ
ルメディアの利用も突出しており（総務省情報通信政策研究所

「平成26年 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調
査」）、ネット上の発言力や影響力は最も強い層に成長するとみら
れている。Always On（常時オンラインにある）な状況が当たり
前のようになっているミレニアル世代に向けたメディアも登場し
ている。

デジタルネイティブ
Digital Native

日本における世代別インターネット体験
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2015年 Apple Watch発売

1982年 NEC  PC-9800シリーズ登場。ベストセラーに
1983年 任天堂  ファミリーコンピュータ登場
1984年 アップル  Macintosh登場

1989年 東芝  ノート型パソコン、ダイナブック発売
1989年 任天堂  ゲームボーイ発売

1990年 任天堂  スーパーファミコン発売
1994年 SONY  プレイステーション発売

1995年 マイクロソフト  Windows 95発売
1996年 任天堂  NINTENDO64発売
1996年 Yahoo! JAPANサービス開始
1999年 iモード、EZweb、J-スカイの
 インターネットサービス開始

2000年 Google日本語サービス開始  Amazon.co.jp営業開始
2001年 アップル  iPod発売
2004年 任天堂  ニンテンドー DS発売
2004年 SONY  プレイステーション・ポータブル発売
2004年 mixi、GREE誕生

2005年 ニコニコ動画サービス開始
2007年 YouTube日本語版開始
2008年 アップル  iPhone 3Gを発売。Twitter上陸
2009年 Google Android OSを搭載したスマートフォン発売
2009年 マイクロソフト  Windows 7 発売

2010年 アップル  iPad発売
2010年 Facebook日本語版スタート
2011年 LINEスタート
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スマートフォンで手軽に視聴、投稿できるサービスの登場で動
画市場が拡大している。録画の最長時間が６秒のVine（ヴァイ
ン）、10秒のMixChannel（ミックスチャンネル）、すぐに生放送
できるツイキャスは10代を中心に支持されている。C CHANNEL

（シーチャンネル）は、動画のファッションマガジンという位置
づけで10 ～ 20代女性の獲得を目指す。

YouTubeで動画を公開するYouTuber（ユーチューバー）やニ
コニコ動画の生中継を行う生主（なまぬし）といった投稿者たち
はちょっとしたヒーローだ。ファッション誌での紹介が多いツイ
キャスは、メディア出演に協力するツイキャスモデル（キャスモ）
を募集している。

企業は投稿者の影響力に注目し、そうした投稿者と企業の仲介
を請け負う会社が現れたり、また動画制作会社や動画広告代理店
の数も増えている。2015年の動画広告市場規模は506億円（スマ
ホ比率46%）の見込みで、2017年には1000億円を突破し、2020
年には2000億円規模にまで成長すると予測されている（サイ
バーエージェント）。動画視聴したユーザーにポイントを付与す
るものや成果報酬課金制のものなど、動画広告商品の開発や提供
も進む。ツイキャスが電子チケットに参入するなど、動画を軸に
サービス拡大を模索する企業もある。

動画

人気の女性ユーチューバー

女 性 向 け 動 画 ファッション マ ガ ジン のC 
CHANNELはタテ型動画が特徴のアプリ。ク
リッパーと呼ばれるモデルやタレントが1分ほど
の動画を作成、編集して投稿する。内容はファッ
ションやメイクなど。2015年4月リリース。

Vineは2013年1月に提供を開始した動画アプ
リ。１カ月当たりのユニークユーザーは１億人を
突破しており、主に若年層から支持を集めてい
る。わずか６秒という動画で、ユーザーが思い思
いの「動画と写真の中間のコンテンツ」を投稿し
ている。“ループ”機能も特徴の一つ。

Vine
https://vine.co

C CHANNEL
https://www.cchan.tv/

❶ 動画市場が拡大中。動画広告市場は３年後には５倍に成長
❷ 動画を軸に新たなサービス、広告メニューが生まれている
❸ 若年層を中心に「Vine」「MixChannel」「C CHANNEL」など広まる

関連キーワード：ソーシャルメディア　オウンドメディア　ECサイト

Point!

ELLE girl×人気ユーチューバー連動企画

sasakiasahi
ELLE girl 2015年1月号付録のREVLONのリップと
ネイルを使ったメイクの動画を人気ユーチューバー
がアップ。誌面、Web、渋谷の屋外広告と連動。
https://www.youtube.com/watch?v=XNfV6i88CZU

バイリンガール英会話
Chika's English Lessons
シアトル育ちの帰国子女 ちか による英会話動画、
2011年より開始。単なる英語レッスンではなくエン
ターテイメント性の高い内容が人気。 
https://www.youtube.com/user/cyoshida1231

人気の女性ユーチューバー

Vineは2013年1月に提供を開始した動画アプ
リ。１カ月当たりのユニークユーザーは１億人を
突破しており、主に若年層から支持を集めてい
る。わずか６秒という動画で、ユーザーが思い思
いの「動画と写真の中間のコンテンツ」を投稿し
ている。“ループ”機能も特徴の一つ。

バイリンガール英会話
Chika's English Lessons
シアトル育ちの帰国子女 ちか による英会話動画、
2011年より開始。単なる英語レッスンではなくエン
ターテイメント性の高い内容が人気。 
https://www.youtube.com/user/cyoshida1231
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「デジタルが生活の一部となったビジネス
において、メディア業界、特に今まで紙メ
ディアで働いてきた人たちにとって有益な情
報を提供したい」。そんな思いから、デジタ
ル関連の30のキーワードと10の事例、さら
にデジタル基礎用語集をまとめました。

本書のテーマは、デジタルに関する基本の
「き」を理解することです。日進月歩のデジ
タルの世界だからこそ、知っておくべき基礎
用語と事例を理解することで、その後の変化
についても自分で対応できるようになってい
ただきたいのです。

書籍や雑誌がもはや紙媒体だけのものとは
いえなくなり、‶メディア" が著しく変わり
つつある今、デジタルに関する教本を作るこ
とは、印刷業、出版業の方々はもちろんあら
ゆるメディアに関する方、印刷物を発注され
る方にとっても、またメディア企業を希望す
る学生にとっても有益なものになると考えま
した。

本書は、デジタル業界のみならずメディア
業界にとって（本当はあらゆる産業にとっ
て）知っておきたい事柄ばかりです。本書に
掲載されているデジタル基礎用語を理解した
上で、デジタルの共通言語で会話をすること
から、新しいアイデアや企画が生まれます。

デジタル
ハンドブック

いま知りたい30のキーワードと10の事例

デジタルに関する基本の「き」を理解し、
デジタルの共通言語で会話をすることから、
新しいアイデアや企画が生まれる
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30のキーワード解説

知っているようで意外と知らない!?
デジタル用語の基礎知識

①デバイス別接触時間
②ソーシャルメディア
③ソーシャル視聴
④モバイルファースト
⑤アプリ
⑥キュレーションメディア
⑦ネイティブ広告
⑧動画
⑨AR拡張現実
⑩デジタルサイネージ
⑪電子雑誌・書籍
⑫定額制○○し放題サービス
⑬メタデータ
⑭コンテンツマーケティング
⑮O2O
⑯オウンドメディア
⑰DMP
⑱ビッグデータ
⑲IoT
⑳位置情報
㉑Wi-Fiスポット
㉒クラウドサービス
㉓ECサイト

㉔ショールーミング
㉕モバイル決済
㉖クラウドファンディング
㉗デジタルネイティブ
㉘バズマーケティング
㉙ステマ、ステルスマーケティング
㉚炎上

10の事例紹介

企画力が高まる！
デジタル活用事例

①ソーシャル視聴
②ネイティブ広告
③コンテンツマーケティング
④O2O
⑤オウンドメディア
⑥DMP
⑦ビッグデータ
⑧IoT
⑨バズマーケティング
⑩ステマ、ステルスマーケティング

コラム

気になる用語を読み解く
マーケティングオートメーション
デジタル著作権

本書の主な内容

デジタルハンドブック
いま知りたい30のキーワードと10の事例

プログラマティック・バイイング
ドローン
今どきの若者気質①
大学生のソーシャル視聴
今どきの若者気質②
大学生のメディア接触

インタビュー

当事者にズバリ訊いてみた

出版社合同プロジェクト
「ネクストマガジン」

電子雑誌の流通用
交換フォーマット（PAMP）

ラジオのある暮らしを
身近にするradiko.jp（ラジコ）

その他

打ち合わせにも役立つ
「デジタル基礎用語集」

理解度を確認できる
「小テスト」


